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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 
 

本研究は，食経験（トップダウン）による学習が生じない状況において ,味に関連

したモダリティの相互作用の効果を検討した。特に味覚・視覚・嗅覚の 3 つに注目

し ,知覚される塩味の味覚強度が変化を検証した。  
実験の結果 ,トップダウン（学習）の要因を排除しても，視覚刺激および嗅覚刺激

が味の知覚に影響を及ぼす可能性が示唆された。つまり，これまで学習の効果によっ

て味覚強度が変化したとされていた現象の中に，本研究が示したようなトップダウン

が主とならない味覚強度の変化が含まれていた可能性があった。また ,味覚以外に ,味
覚強度を判断する際に依存するモダリティは ,実験参加者によって異なることが示さ

れた。  

 
キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

これまでの心理物理学的研究および実験心理学的研究の知見から，視覚あるいは嗅

覚が「味」に影響を及ぼすことが明らかになり，学習（トップダウン）の影響を「味」

が大きく受けることが示された。しかしながら，上記の研究は逆に学習の要因が排除

され た場合 ，「味」はどのように知覚されるのかを詳細に検討していない。学習の要

因を排除しても， 3 つのモダリティの情報が統合された結果として「味」の知覚が生

じ，味覚強度の変化に一定の法則を見出すことができるのであれば，これまで学習の

効果とされていた現象の中に，トップダウンが主とならない効果が含まれていた可能

性があると考えられる。  

本研究では，味覚強度を主な指標とし，味覚，嗅覚，視覚に焦点を当て，嗅覚・視

覚が「味」に効果を及ぼすのかを検討した。具体的には，記憶や学習といった要因を

排除した時，味覚強度が視覚的，嗅覚的情報によって変化するのかを検証した。嗜好，

おいしさ，感情は研究対象としなかった。  

実験 1 では，視覚刺激あるいは嗅覚刺激が味覚強度に及ぼす効果と，視覚刺激およ

び嗅覚刺激が味覚強度に及ぼす効果を検証した。金井・長田（ 2006）の実験結果を考

慮したが ,測定法の妥当性が疑問であったことから実験方法を変化させた。未知の嗅

覚刺激が呈示された場合の味覚強度の変化，着色飲料と未知の嗅覚刺激が対呈示され

た場合の輝度（味溶液の不透明度）が味覚強度に及ぼす効果を分析した。実験 1 によ

って，味覚，嗅覚，視覚の 3 つのモダリティが「味」の知覚を生じさせるのかを検討

した。  

実験 2 では，実験 1 の結果の信頼性を確立するため，実験 1 と同条件で嗅覚刺激の

みを変化させ， 3 つのモダリティの相互作用について検証した。  
以下 ,2 つの実験結果を①方法②結果と考察に分け ,報告する。  

 

 

①  方法  

 

実験参加者  嗅覚刺激に対する知識と経験を持たない 12 名 (実験 1)および 7 名 (実験

2)であった。  
刺激  味覚刺激として塩化ナトリウム水溶液 5ml を白色紙コップに入れて呈示し

た。濃度条件を 7 条件 (0 . 12 ,  0 .19 ,  0 .3 ,  0 . 4 9 ,  0 .76 ,  1 .15 ,  1 .6%w /v)とした。  
視覚刺激の条件として味溶液を黒色に着色し ,輝度を約 100cd /m 2 に統制した。これ

は ,金井・長田（ 2006）にお いて特 定の食品の想起が困難であり ,想起の有無が塩味の

味覚強度の評定に影響がないと示唆されたためであった。  
嗅覚刺激は実験参加者が経験したことがないとしたアネトール（実験 1），β -フェ

ニルエチルアルコール（実験 2）を用いた。嗅覚刺激は，味覚刺激の呈示に使用した

紙コップの左側面 1cm 2 に約 0 .01ml を染み込ませ，味覚刺激と対呈示した。  
con t ro l (匂いなし無着 色 )条件， co lor ing (匂 いなし着色 )条件， odor(匂いあり無着色 )

条件， odor＋ co lor ing (匂いあり着色 )条件の 4 条件があった。  
手続き  極限法を用いた。標準刺激の濃度は ,7 濃度条件のうち ,金井・長田（ 2006）

において輝度の効果が示唆された濃度に近い 0 .49%w /v とした。その他の濃度条件は

比較刺激としてのみ用いられた。  

実験参加者の課題は，比較刺激の味覚強度（塩味の強さ）を標準刺激と比較し，「強

い」「同じ」「弱い」の 3 つの選択肢から口頭で報告することであった。上昇系列は濃

度条件 0 .12%w/v から始まり，味覚強度が「強い」に変化するまで比較刺激の濃度が

上昇した。下降系列は濃度条件 1 .16%w /v から始まり，味覚強度が「弱い」に変化す

るまで比較刺激の濃度が低下した。  

視覚刺 激あるいは嗅覚刺激によって味が影響を受ければ ,実験参加者は標準刺激と

異なる濃度において ,「同じ」と報告することが予測される。  
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研究成果の概要 つ づ き  

②  結果と考察  
 
＜実験 1＞  

標準刺激 (0 .49  %w/v の塩化ナトリウム水溶液 )に対して心理的等価値となる味覚

強 度 と し て ,実 験 参 加 者 全 員 で の 味 覚 強 度 の 評 定 平 均 値 を 算 出 し ， ４ 条 件 （ con t ro l
条件， co lo r ing 条件， odor 条件， odo r＋ co lo r ing）間で比較を行った。  

重複測定の 1 要因分散分析での多重比較の結果（ con t ro l 条件と co lor ing 条件の味

覚強度評定値を比較し），塩味溶液の不透明度 (輝度 )が味覚強度を増強させる (p<.0 1)
ことが示された。したがって ,金井・長田（ 2006）において示された輝度が味覚強度

に及ぼす効果は支持された。塩味溶液は，学習の要因の他に，特定の不透明度 (輝度 )

という要因によって味覚強度が変化することが示唆された。  

また odo r＋ co lo r ing 条件の評定値を con t ro l 条件と比較し，高評定値の実験参加者

を匂い着色高群， 低 評定値の実 験参加者を匂い着色低群に分類した。その結果，視

覚刺激および嗅覚 刺 激を対呈示 し味覚強度の判断を行う際，実験参加者は，味覚刺

激の他に視覚刺激（ 輝度）ある いは嗅覚刺激（アネトール）のいずれか に依存して

評定を行うことが 示 された。味 覚強度評定において実験参加者が依存するモダリテ

ィは ,実験参加者によって異なることが示された。視覚刺激および嗅覚刺激が味の知

覚に影響を及ぼす可能性が示唆された。  

これまでの食経 験を 生かせな い状況では，効率的に味の判断をするため，味覚以

外の単一モダリティに依存すると考えられた。また河合 ( 2003 )は，学習の要因が味覚

強度の変化には関 係 すると考察 したが，本研究の結果から未知の嗅覚刺激を味覚刺

激と対呈示しても味覚強度は変化することが示された。  

 

＜実験 2＞  

実験参加者ごとに標 準刺激 (0 .49  %w/v の塩化ナトリウム水溶液 )に対して心理的

等価値となる味覚強度として，PSE を算出した。算出方法は実験 1 と同様であった。

分析に使用された 7 名データのうち，他の実験参加者の示した評定傾向と異なる１

名を除き ,その他 6 名の評定平均値を評定傾向とした。  

重複測定の 1 要因分散分析では，4 条件間に有意差は認められなかった。しかしな

がら全体的傾向として， control 条件よりも coloring 条件と odor＋ coloring 条件に

おいて，実験参加者全員での PSE の評定平均値が高まるパターンが見られた。した

がって ,実験 1 において視覚刺激に依存して味覚強度を評定した評定傾向に類似して

いた。輝度 のみが 実 験参加者が 評定した味覚強度に影響を及した可能性が示唆され

た。これは未知の嗅覚刺激としてアネトールを用いた実験 1 において ,嗅覚刺激が味

覚強度に影響を及ぼした実験結果とは異なる結果であった。実験 1 では，匂いおよ

び輝度の両方が味覚強度を変化させた。実験 2 では匂いが異なることにより，味覚

強度の評定に及ぼす効果も異なることが示めされた。  

しかし味覚強度評定において依存しやすいモダリティは，個人によって既に決定

している可能性があった。だが，実験 1 と実験 2 の両方に参加し分析をすることが

できた実験参加者は 4 名と少なかったため ,本研究では明らかにすることができな

かった。今後の研究において実験参加者を増やし，この点について検討を重ねるこ

とが必要であると思われる。  

 

これらの結果から ,  実験の結果 ,トップダウンの要因を排除しても，視覚刺激およ

び嗅覚刺激が味の知覚に影響を及ぼすことが示唆された。つまり，これまで学習の

効果によって味覚強度が変化したとされていた現象の中に，本研究が示したような

トップダウンに因らない現象も含まれていた可能性があったと考えられた。  
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